
I  大 豆 、と うもるこしに対す る日 由ックスと ラツソ ーの混 用処理

( 1 ) 背   景

現在、大豆、とうもろこしに使用さ,tている,Hッ クス水和剤およびラッソー乳剤は単用処

理の場合それぞれイネ科雑草、広葉雑に対して効果が劣る。そこで広葉雑草に対して効果の高

いFロ ックス水和剤とイネ科雑草に効果の高いランソ~字L制を混用処理 したところ薬害がなく、

高い除革効果が得られたので参考に供する。

( 2 ) 技術 内 容

1)除 革剤の種類名と対象作物

?1除
革
T名|ャ;号;色盆奇腎腎jケ:1号私i告移登]丹

)〕

② 対 象作物  大 豆、とうもろこし

2)除 単剤の使用法

作 物 名 処 理 法 使 用 法 備 考

大 一呈

使用時混合

播種後土壊処理

ラッソー乳剤 20 0～3 0 0は必 Oa

ロロックス水和剤 15 0ル1 6 a

イネ奈|

ド
広葉地帯

とうもろこし
使用時況合

播種後土壊処理

ランソ‐字L剤 150｀ 20防ク 10a

FPッ クス水和剤 150P/10a

″

3)適 用範囲 火 山灰土地帯

て3 )指 導上 の留意点

1)混 用利用の場合は1日々 の薬剤の注意事項を厳守する。

2)各 薬剤は半量の水に4fa駅して混合するのが望ましい。

3)砂 質土媛での使用はさける。    ,
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( 4 ) 試 験結果 の概要

1)試 験年次  昭 和 54年

2)試 験場所  岩 手農試本場

3)試 験方法  1品 極 ;大豆、自日長葉、とうもろこし、スノーデント1号 ‐ :it

播種期 ;大豆 5月 29日 ヽとうもろこし 5月 14日

4)主 要成果の具体的データ

層節日54年 度

5)参 考資料  昭 和 54年 度畑作関係除草剤試験成績語 岩 手農試

( 5 )残 された問題点

沖積土菱への拡大

除 車 剤 名
処理量

惚形、み名

除革効果 % 薬

ま
的

作 物 関 係

(残草量対無処理比) け吊 子と 択丹

( 月。日)

完全除草対比 (″ )

イお,半広 葉 総 計 革
一

長 子 業 種

大

一呈

アラクロ巧ルキリニュロン

″

″

アラクロー/1/

リニュロン

2 0 + 1 5

3 0 + 1 5

4 0 + 1 5

8 0

4 5

2 0

1

3

0

6

13

6

4

1

t

45

18

12

4

1

t

43

17

12

無

無

無

無

無

無

々 2 6

7  2 6

7  2 6

7  2 6

7  2 6

7  2 6

90

98

98

101

106

98

104

92

99

107

９

　

　

９

０

　

　

９

無処理、雑草量 (材当

( 7 月 6 日 )

り)″

本

ユ3

370

12Q6

31&0

軌

　

＆

２

　

５

一
　

一

7 26 ３

　

　

♪

確

働

3Q 5

(K夕/a)

xし は tra 6も の

除 草 剤 名
処理量

'74//、カ

除草効果 % 薬

年協

作 物 関 係

篠 草置対無処増1比) 抽 雄 期

( 月。日)

完全除車対比 (%)

イ神 | 広 葉 総 計 長茎 全  重

と

う

も

ろ

こ

し

アラクロ,′し″キリニュロン

アラクロー/2

〃

リニュロン

1 5 + 1 5

2 0 + 1 5

1 5

2 0

2 0

5

0

3

6

45

I″

5

61

25

32

定

５

８

４

８

一１

　
　
　
　
　
　
，０
　
　
（Ｚ

↓
　

０
じ

無

無

無

無

無

8  1 0

■ l o

&  1 0

8  1 0

… &  1 0

102

98

106

105

103

105

106

102

101

303

無処理、雑卓量 く″当り)″

( 7 月2 日1 ) 一   本

５

　
　

８

６

　

３

12a4

8 r 4

12豊9

122

一
　

一

& 10 233

(C2)

660

(lt/a)
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